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学校評価アンケートからいただいたご質問について

７月に実施された学校評価アンケートにつきまして、給食に関するご意見をいくつかいただきまし

た。なお、給食に関する事項には、学校で管理しているものと教育委員会が管轄しているものがござ

いますが、今回は学校で管理している内容についてご説明いたします。

まずは、日頃より学校給食にご関心をお寄せいただき、誠にありがとうございます。成長期のお子

様の食事の一部を担う学校給食について、保護者の皆様からいただくご意見は、給食の質をより向上

させる大きな力となっております。今後ともご協力のほど、よろしくお願いいたします。

【給食の量について】

中学生になると、体格や運動量の違いがより顕著になってまいります。本校の場合、必要なエネル

ギー量を上位10％と下位10％の生徒で比較すると、約300kcalの差がございます。これはご飯に換算

すると約200gに相当します。このため、給食の量がご家庭と比べて少ないと感じられる保護者の方が

いらっしゃるのは、自然なことと考えております。一方で、すべての生徒が満足できる量を提供しよ

うとすると、今度は給食が多いと感じる生徒が食べ残しをしてしまい、別の課題が生じます。参考ま

でに、本校のご飯の残食量は1％弱から6％程度で推移しております。
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給食のご飯の量には、学年ごとの目安があります。ふだん家で食べている量と比べてみましょう。目

安はありますが、食べられる量は人それぞれ違います。学校では給食当番の子どもたちが盛り付けた後、

減らしたり増やしたりして自分に合った量を残さず食べるよう指導しています。
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主食にはお米のご飯のほか、小麦などから作られるパンや麺もあります。本校では主に次の２点から

主食がご飯の給食を推進しています。

しかし、令和７年産の新米の値段は昨年度よりも上回っているというニュースがあり、給食費を逼迫

させないために、ご飯給食の回数を減らすかもしれません。食糧が経済に左右されないことがいかに大

切なのかを痛感しています。
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